
市
民
生
活
の
向
上
と
将
来
へ

の
投
資

　

本
市
の
第
９
次
総
合
計
画
の
初

年
度
で
あ
っ
た
平
成
23
年
度
は
、

「
人
を
大
切
に
し
、
明
る
い
未
来

を
つ
く
る
」
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し

た
重
点
的
な
施
策
を
積
極
的
に
展

開
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、「
市
民
生
活
を
第
一
に

人
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
」
の
取
り
組
み
と
し
て
、
小

中
学
校
校
舎
の
耐
震
対
策
や
小
児

特
別
医
療
助
成
費
の
対
象
年
齢
の

拡
大
、
子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ・
小
児

用
肺
炎
球
菌
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
費
助
成
な
ど
を
実
施
し
、
市
民

生
活
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
確
固
た
る
戦
略
に
基

づ
く
経
済
成
長
と
将
来
へ
の
投
資

に
よ
る
地
域
再
生
の
促
進
」
の
取

り
組
み
と
し
て
、
緊
急
雇
用
創
出

事
業
を
活
用
し
た
雇
用
の
創
出
、

企
業
立
地
促
進
補
助
金
や
中
小
企

業
支
援
策
に
よ
る
企
業
誘
致
の
促

進
、
新
た
な
観
光
拠
点
「
鳥
取
砂

丘
砂
の
美
術
館
」
の
建
設
に
よ
る

観
光
振
興
な
ど
を
実
施
し
、
景
気

回
復
と
将
来
へ
の
投
資
を
図
り
ま

し
た
。

全
て
の
会
計
で
黒
字
決
算

　

歳
入
面
で
は
、
世
界
的
な
景
気

低
迷
や
東
日
本
大
震
災
の
影
響
も

あ
り
、
個
人
市
民
税
、
固
定
資
産

税
な
ど
は
前
年
度
の
収
入
を
下
回

り
ま
し
た
が
、
市
た
ば
こ
税
の
増

税
効
果
に
よ
る
増
収
や
、
一
部
の

事
業
所
で
企
業
業
績
が
回
復
し
、

法
人
市
民
税
が
前
年
度
収
入
を
上

回
っ
た
こ
と
で
、
前
年
度
決
算

に
比
べ
０
・２
㌫
増
と
な
り
、
３

年
ぶ
り
の
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
面
で
は
、
生
活
保
護

費
が
前
年
度
決
算
額
よ
り
約

２
億
２
１
０
０
万
円
増
加
す
る
な

ど
、
厳
し
い
経
済
雇
用
情
勢
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
、
公

債
費
や
人
件
費
の
縮
減
な
ど
、
計

画
的
に
努
め
た
結
果
、
平
成
23
年

度
の
一
般
会
計
お
よ
び
17
の
特
別

会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
額
の
合
計

は
、
歳
入
が
対
前
年
度
比
０・
８

㌫
減
、
歳
出
は
対
前
年
度
比
２
・

０
㌫
減
と
な
り
ま
し
た
。
実
質
収

支
は
、
一
般
会
計
で
約
19
億
円

の
黒
字
と
な
っ
た
の
を
は
じ
め
、

全
て
の
特
別
会
計
で
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
決
算
が
９
月
定
例
市
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
・
特
別
会
計
と
も
に
黒
字
決
算

と
な
り
、
健
全
な
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
一
般
会
計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
本
庁
舎
行
財
政
改
革
課 

 

０
８
５
７-

２０-

３
１
１
１

議会費・災害復旧費（1.0％）

消防費（2.9％）

農林水産業費（4.1％）

衛生費（7.8％）

総務費（9.0％）

教育費（9.3％）

土木費（10.5％）
商工費（11.1％）

公債費（13.4％）

民生費（30.9％）

商工費

274 億 4064 万円
（6億 5979 万円） 

69 億 3694 万円
    （▲5 億 1203 万円）

80 億 1592 万円
　  （▲26 億 2933 万円）

82 億 6204 万円
 （3 億 6075 万円）

93 億 6044 万円
  （▲2 億 881 万円） 98 億 3510 万円

   （22 億 7398 万円）

118 億 5579 万円
  （▲7 億 9406 万円）

8億 6301 万円
   （3 億 8854 万円）36 億 2214 万円

　（▲17 億 627 万円）

25 億 7940 万円
（5811 万円）　    

887 億 7142 万円
（▲21 億 933 万円）

歳出（目的別）

商工費商工費商工費

財産収入・寄附金（0.1％）

繰入金（0.3％）分担金・負担金（1.5％）使用料・手数料（1.5％）

繰越金（1.6％）

諸収入（10.4％）

市税（25.8％）

譲与税・交付金（3.6％）

県支出金（7.1％）

市債（8.2％）

国庫支出金（13.3％）

地方交付税（27.4％）

自主財源（41.6％）

依存財源（58.4％）

249 億 8773 万円
  （▲1 億 8845 万円）

110 億 1525 万円
　（▲12 億 1542 万円）

74 億 2320 万円
   （▲1 億 1120 万円）64 億 5882 万円

（2億 4056 万円）

32 億 7387 万円
   （▲1 億 5793 万円）

　　 238 億 8309 万円
（5148 万円）

94 億 9993 万円
（9億 592 万円） 

1 億 690 万円
（▲588 万円）   

13 億 7987 万円
  （▲2 億 911 万円）

531 億 5887 万円
　（▲14 億 3244 万円）

2億 8363 万円
　   （▲2 億 1091 万円）

13 億 2554 万円
（2891 万円）　   

14 億 5218 万円
    （▲3 億 7090 万円）

910 億 9001 万円
（▲12 億 4293 万円）

歳入

地方交付税（27.4％）

依存財源（58.4％） 国庫支出金（12.1％）

市税（26.2％）

379 億 3114 万円
（1億 8951 万円）

自主財源（41.6％）
379 億 3114 万円
（1億 8951 万円）

自主財源（41.6％）
379 億 3114 万円
（1億 8951 万円）

自主財源（41.6％）
379 億 3114 万円
（1億 8951 万円）

自主財源（41.6％）
379 億 3114 万円
（1億 8951 万円）

自主財源（41.6％）

義
務
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

投
資
的
経
費

消
費
的
経
費

人件費

公債費

物件費

維持補修費

補助費等

普通建設事業費

出資・貸付金

積立金

繰出金

扶助費

災害復旧事業費

125 億 656 万円（2億 9806 万円）

151 億 5000 万円（14 億 1481 万円）

118 億 5574 万円（▲7億 9324 万円）

85 億 7941 万円（▲17 億 3217 万円）

108 億 328 万円（▲7億 7599 万円）

105 億 6510 万円（2億 9927 万円）

83 億 9600 万円（4億 9385 万円）

10 億 2107 万円（▲2191 万円）

7億 3554 万円（▲22 億 8308 万円）

88 億 9917 万円（7億 6000 万円）

2億 5955 万円（2億 3107 万円）

（12.2％）

（1.1％）

（17.1％）

（13.3％）

（11.9％）

（9.5％）

（9.7％）
（0.3％）

（10.0％）

（0.8％）

（14.1％）

歳出（性質別）

一般会計
▶グラフの見方
　費目 ( 構成比 )
　金額
　（対前年度増減）

▼依存財源　
　国や県により定められ
　た額を交付されたり、
　割り当てられたりする
　収入。

▼自主財源
　市が自ら調達できる財
　源。

将
来
に
備
え
た
財
政
運
営

特
集
　
平
成
23
年
度
決
算
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健
全
性
は
さ
ら
に
向
上

　

新
た
な
取
り
組
み
を
積
極
的
に

進
め
る
一
方
で
、
将
来
に
負
担
を

先
送
り
し
な
い
健
全
な
財
政
運
営

に
努
め
、実
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
市
の
借
入
金
の
返
済
金

の
残
高
で
あ
る
市
債
残
高
は
、
市

債
発
行
を
抑
え
る
こ
と
で
、
実
質

的
な
残
高
は
、
前
年
度
と
比
べ
、

約
47
億
円
縮
減
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
の
将
来
の
財
政
需
要

に
備
え
て
行
う
積
立
て
で
あ
る
基

金
残
高
は
、
積
極
的
な
積
み
増
し

を
行
っ
た
こ
と
で
、
前
年
度
と

比
べ
、約
５
億
３
千
万
円
増
加
し
、

市
町
村
合
併
後
最
大
と
な
り
ま
し

た
。【
グ
ラ
フ
①
】

　

さ
ら
に
、
17
の
特
別
会
計
や
水

道
、
病
院
な
ど
の
会
計
の
負
債
を

合
算
し
て
求
め
る
「
将
来
負
担
比

率
」
は
、
前
年
度
よ
り
８
・
７
ポ

イ
ン
ト
改
善
さ
せ
１
１
７
・
２
㌫

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
比
率
は
、

３
５
０
㌫
を
超
え
る
と
財
政
的
に

黄
色
信
号
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
こ
の
指
標
の
算
定
が

義
務
付
け
ら
れ
た
平
成
19
年
度
以

降
、
４
年
連
続
で
計
画
ど
お
り
の

改
善
が
進
ん
で
お
り
、
財
政
の
健

全
性
が
さ
ら
に
向
上
し
て
い
ま

す
。【
グ
ラ
フ
②
】

　

今
後
も
引
き
続
き
、
財
政
の
健

全
化
の
向
上
を
一
層
図
る
と
と
も

に
、
人
を
大
切
に
す
る
理
念
の
も

と
、重
要
課
題
を
早
期
に
克
服
し
、

将
来
に
わ
た
る
持
続
的
発
展
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

総括表（一般会計・特別会計）

　昨年度の決算額は、「すべての会計で黒字」です。

区　分 歳　入 前年度比
伸び率(%) 歳　出 前年度比

伸び率(%)

一 般 会 計 910億9001万円 ▲1.3 887億7142万円 ▲2.3

特 別 会 計 494億1341万円 0.3 471億8764万円 ▲2.6

特
　
別
　
会
　
計
　
内
　
訳

土地区画整理費 6億167万円 8.2 4億6194万円 3.9

下水道事業費 86億7698万円 ▲13.6 77億5480万円 ▲22.3

簡易水道事業費 8億8600万円 19.4 8億3861万円 15.4
公設地方卸売市場
事業費 6267万円 33.3 5666万円 93.9

駐車場事業費 2632万円 ▲6.3 2632万円 ▲6.3

国民健康保険費 192億1738万円 6.0 185億4540万円 2.4
高齢者･障害者住宅
整備資金貸付事業費 319万円 ▲9.9 312万円 6.8

住宅新築資金等貸付
事業費 8676万円 ▲14.8 7533万円 ▲13.6

土地取得費 143万円 ▲59.9 143万円 ▲59.9

墓苑事業費 2455万円 ▲58.9 2295万円 ▲60.3

集落排水事業費 25億4350万円 ▲11.2 24億16万円 ▲15.7

介護保険費 152億7712万円 4.0 150億250万円 6.0

財産区管理事業費 921万円 47.1 813万円 47.3

温泉事業費 5437万円 ▲26.2 5313万円 ▲27.1

観光施設運営事業費 8138万円 5.3 8138万円 5.3
介護老人保健施設
事業費 8181万円 0.0 8181万円 0.0

後期高齢者医療費 17億7907万円 1.4 17億7397万円 1.5

合　計 1405億342万円 ▲0.8 1359億5906万円 ▲2.4世界初の屋内展示施設、砂の美術館を整備しました

小中学校の耐震化を平成26年度までに前倒しで実施中

66.8

75.1

82.8

108.41008.9
950.8

893.5
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市債残高
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市
債
残
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182.8％
162.0％ 146.0％

125.9％

早期健全化基準（350％超）

100

200
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400

500

H21H20H19 H22 H23

117.2％

【グラフ②】将来負担比率の推移

【グラフ①】一般会計における
　　　　　 市債残高と基金残高の推移（単位：億円）

各種予防接種費用を助成し、市民生活の向上を図りました

特集　平成23年度決算
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